
記載例 

同  意  書 

別図に記載する通路のうち，私が所有する土地について，当該通路に接する建築 

敷地の使用者に対する通行を認めるとともに，現状幅員を維持管理します。また，  

今後，当該通路に接する建築敷地で建築基準法第４３条第２項第２号の規定に基づく

許可の申請があった場合においても，当該土地を通路として利用することに支障はあ

りません。 

なお，当該通路に関する土地の所有権を移転する場合には，本書面の内容を   

遺漏なく継承させます。 

通路所在地  京都市    区                       

同意 

区分 

通路 

地番 

権利者 

 氏名（署名） 住 所 印 

□３ 
□４ 
□５ 

10-2 二ッ道 接子
電話（ ○○○－○○○○   ）

□３ 
□４ 
□５ 

11 御池 通
電話（ ○○○－○○○○   ）

□３ 
□４ 
□５ 

16 角地 強
電話（０９０－○○○－○○○○）

□３ 
□４ 
□５ 

15 京都 太郎
電話（ ○○○－○○○○   ）

□３ 
□４ 
□５ 電話（    －       ）

□３ 
□４ 
□５ 電話（    －       ）

□３ 
□４ 
□５ 電話（    －       ）

記載方法等  

１ 同意区分の□について，レ印をしてください。 

２ 公図の写し等に通路の位置及び同意を得た範囲を示した別図を添付してください。 

３ 印影がはっきりと確認できるよう，捺印は鮮明にお願いします。 

４ 記載内容等について権利者に確認させていただきますので，住所，電話番号は正確に記載

いただきますよう，お願いします。 

○○ ○○通○○上る○○町

京都市○○区○○通〇〇上る○○町10-2 二
ッ
道

 京都市△区△△△町 43 御
池

 京都市○○区○○通〇〇上る○○町16

京
都

角
地

 京都市○○区○○通〇〇上る○○町15

ゴ
ム
印

不
可

※ 申請地番であっても，通路負担があれば通路所有
者の同意が必要です。 
また，許可申請者と通路所有者が同じであっても，
許可申請者として提出する「申立書」とは別にこの
同意書の提出が必要です。



（別図）
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 申請地を示す
 通路を示す
 通路地番を示す
（同意を得た地番には ）
 この通路にのみ接する建築敷地を示す
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（凡例）

（記載例）
適用時通路で申請地が15番地の場合は，10-2・11・16
に加え，申請地である15の通路権利者からの書面での同意が
必要となります。


